



































































モローが創出したオルフェウスの姿は、 「芸術の殉教者」 いう意義づけとともに、象徴主義の画家たちに継承された である。
岐阜県美術館所蔵の《オルフェウスの死》 （図１）を検討しよう。
描かれているのは、オルフェウスの頭部が竪琴 載って水面を下る場面だが、モロー作品 較べて、物語を説明する要素は思い切って捨象されている。ルドン 切られたオルフェウスの頭部を中心に画面を構成し のだ。詩人の顔は 沈黙の中に、眼と口を閉ざしている。死んでいるというより、何かを聞き入るような面立は気高さが伴う。ルドン 晩年に制 した 主題色彩への移行を示す《眼を閉じて》 （一八九〇年
　
オルセー美術館）






ドン、二人の画家が描いたオルフェウスが出会う。ルドンの《オルフェウスの死》では、赤褐色 色彩が詩人の顔を囲む だ、画面を注意深く見ると、額の上部と頭髪はわずかに離れている（着彩が浅いためだろうが） 。頭髪は赤みを帯びた円光 よ にも見え、眼を閉じた詩人の顔は殉教者を想起させる。
竪琴に載った頭部の周囲には、水面や岩礁らしきものが見えるも
のの、描写は明瞭とはいえない。画面左には木の幹と花々や葉の広がりが多彩に描かれ、花々 連 りは色彩を失いながら、画面右へと続く。個々のモチーフの形態が定かでなく 画面全体 空間 曖昧だ いわなければならない。 こ 作品は カタログ
･
レゾネでは 《黄





顕著になる。この作品も、竪琴に載った の頭部を中心に画面が構成されている。頭部の周囲は深 紫と褐色 色彩が岩
暗示するだけで、形態は定かでない。オルフェウスの頭上には黄色い花が開き、背景には淡い紫色が青色をまじえながら広がる。一方、画面下方を見ると、水面がほとんど描かれていない（竪琴の左に見える薄い紫の帯が川なのだろうか） 。オルフェウスの胸と が一体となり、むしろ、そこに用いられた鮮やかな が水を暗示する。そして物語の主人公であるオルフェウスの頭部は、多彩なパステルの中にあって、岩礁と同系統の黄褐色のパ テルで薄く着 されているに過ぎない。暗い色彩が支配す 周囲と較べ、この黄褐色は明るさを帯びる。も も、パステルの彩色 よって形態を描写するのではなく、オルフェウスの顔は主に線描で示されるだけだ。詩人は端正な横顔 見せ、静かに眼を閉ざしている。そして周囲の暗色彩の中で、頭部に近接する部分だけは淡い緑色が使われ、光背ように機能しながら、詩人 横顔を取り囲んで る。空間が幻想的ともいえる雰囲気を伴って ため、ほぼ線 で描かれたオルフェウスの頭部は、浮遊するようにさえ感じられ の ある。
このような特徴に着目すると、 「切られた頭部」としてのオル




なかで』を検討しよう。この版画集には十点の石版画が収められているが、そのうち、七点もの作品に「分離された頭部」 （ 「切 た頭部」よりも広い意味合いで用いる）を見ることができる。それらは、作品ごとにさまざまな現われを見せる。現われ方を分類すると、第一に「横顔の出現」 （ⅰ《孵化》 、 ⅱ《発生》の中央部、 ⅳ《冥府》 ） 、第二に「浮遊する頭部」 （ⅱ《発生》の下部、ⅲ《車輪》 、ⅵ《地中の精》 、ⅸ《悲しげな上昇》 ） 、第三に「台に置かれた頭部」 （ⅹ《水盤の上で ） 、以上の三つに分 れるだろうか。こ ようなれた頭部」は、 同じ版画集に収められた眼球（ⅸ《出現》 ととも後の版画作品に繰り返し登場すること なる。ルドンが晩年に描いたオルフェウス主題の作品は 前半期のモノクローム時代と 関連を視野に入れて考える必要がある。二、無髪の頭部
先に指摘したように、クリーヴランド美術館所蔵の《オルフェウ
ス》では、詩人の頭部が主に線描だけで示されている。画面を覆う多彩なパステルのマチエールの中で、静かに眼を閉じたオルフェウスの横顔は、輪郭線が示されるに過ぎない。この線描はほとんど物質性を捨象されており 形態を描き出すよりも、むしろ詩人の魂を暗示する。そして、そこにはもうひとつ 特徴が認められる。詩人の頭髪が描かれていないの ある。ギリシア神話の登場人物 ある
オルフェウスは、豊かな髪をもつ姿で描かれるのが通例だろう。たとえば、デルヴィルの《死せるオルフェウス》でも、詩人の頭部には金髪が波打ちながら広がる。ルドンの作品に見ら 「無髪部」としての詩人の姿は、彼 オルフェウス主題すべてに共通する特徴ではないも の 異例だといわなければならない。
この点を考察する上で、一八七七年に制作された木炭素描《殉教






の首》 （ルーヴル美術館）に基づく素描を制作しており、 《殉教者の首》はこれを独自に展開したものだ 考えられる。また モローが一八七六年のサロンに出品した《出現》で、空中に現れた聖ヨハネの頭部とサロメが対峙す 場面を提示していたこ も想起される。この時期のルドン 素描には、幾種類かの「分離された頭部」 見出される。典拠のひとつ 聖ヨハネの斬首さ あり、そこにはモロー 《出現》から得た示唆も含まれている。オルフェウスが聖ヨハネと重ね合わされ、 「殉教者として 芸術家」という意義づけをもっていた とを考えても、こうした繋がりは見逃せなろう。
《殉教者の首》に戻ると、ここでは、殉教者の頭部が無髪で描か
れている。 『旧約聖書』に登場する洗礼者聖ヨハネは、やはり長い頭髪をもつのが通例であり、他の殉教者 場合もそれに倣 。モローの《出現》では聖ヨハネの金色の長髪から血が滴り ルドンも《洗礼者聖ヨハネの首》では長い髪を描いている（長髪の先端部に
六人部：ルドンのオルフェウス作品
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炭素描をもとに石版画を制作し始める。そして翌一八七九年に、最初の石版画集『夢のなかで』を発表している。先に確認したようこの版画集では「分離された頭部」がさま まな現われを見せてた。 れら 版画を 無髪 頭部」という観点から検討すると、頭髪の無いも と頭髪を強調したものに分かれる。とりわけ、第一葉の《孵化》 （図６）と第二葉の《発芽》 （図７）が注目される。 《孵化》では、 球体状の卵（もしくは種子）の切断面が描かれ、 卵の内側に「分離された頭部」が見える。こ 横顔 大きく眼を開き、不安そうに外の世界を見つめている 横顔には長い髪が生え、その先端は卵の外まで伸びる。さらに、 髪 （体毛） は卵の外側に 生えている。一方、《発芽》では、 画面下方の闇の中に小さな白い球体がいくつも浮かび、大きくなるにしたがって眼鼻が付 てゆくのだが、こちらは「無髪の頭部」として暗闇を浮遊する。
７
発生期の生命は、外界から隔離され、完全に守られた状態で育ま








彼［父］は森林に分け入り、開墾するうちに、短期間で相当な財産を作って、フランス女性と結婚しました。そして結婚の五、 六年後、フランスに帰国することになりました。そのとき、 私は、 彼の結びつきの二番目の果実と て、 身ごもられ、出生間近でした［
m
oi déjà conçu, et presque à naître, second 
fruit de son union ］ ［……］帰国後、数週間して、ボルドーで、
私はこの世に出て来ました［
je vins au m
onde ］ 。一八四〇年
四月二〇日です。乳母に預けるため 私 田舎 連れて行かれました。子供時代、青年時代 いや私 生涯全体 大きな影響を及ぼした土地 ［……］音もなく 現代の旅 ような刺激もなく、疲れもなく ボルドーからレパールまで無限に続く長く寂しい道を辿ったのです。美 いポプラ並木が盛り上がり、 真っすぐに続いて、 果てのないランドを断ち切っている道です。 ［……］私の意識の目覚める以前、ほとんど生命の手前で［
avant l’éveil de m
a conscience, presqu’en deçà 
de m









の思い出から語り始め その後 アメリカ 渡った人生を詳述している。ところが、母親 つい は、思い出は全く語られず、 「母」という語さえ認められない。ルドン自身の 生についても、先の引用にあるように、 「私は、彼の結びつき 二番目の果実として 身ごもられ、出生間近でした」と記述している つまり、母親は、父が結婚した相手と 位置づけに他 らないのだ 彼 母親が 際にどのような人物だったかは別にして 幼 ルドンにとってはを身近に感じられず 育 ことは、少なからぬ痛みを与えたと思われる。さらに幼少年期 つ てはこう記されている 「私 この地に、古ぼけた屋敷の中に、赤ん坊の時期が終わるまで預けられました。 ［……］脆く、悲しい自分の姿を見出します。黙って ることが好きでした。影を求める子供だった です。 ［……］私は何時間も、む ろ 面に仰向 なって、雲が動くのを見ていま た。はかなく変わってゆく 幻のよう 雲 輝きを、無限 歓びを感じながら追っていたのです。私は自分の内部だけに生きて ました ［
Je 
ne vivais qu’en m
oi ］」 。
１２里子に出された子供時代は、庇護を感じら







繰り返し現れ 。特に、暗闇を浮遊する白い球体状の顔、髪の生えていない小さな頭部は、発 期の生命の姿に関わる。ルドンがこような図像を見出してゆく上で クラヴォーから教えられた「動物と植物の中間にあるような生命」は示唆を与えたと思われる。だがルドンがこ した「神秘的 存在」 共鳴した背後には、幼少年期に培われた内なる世界への眼差 があった。そ てクラヴォーから微小な生命の世界を学んだとはいえ（彼を通して知っ 当時 科学的な知見を含め） 、それを作品に結晶させたのは、画家の創造する手であるだろう。 「微細な世界の奇怪さを顕微鏡 助けを借り 描いた」という推測 対して、ルドンはこう答えている。 「私 怪物を描きながら、彼らの骨格を作り出すという、いっそ 大切なことを心がけていたのです」 。
１４
ルドンが自らの生い立ちを語った文章に立ち帰りたい。両親から
離されて育ったことにルドンが執着している点はすでに指摘したが、注目されるのは、彼の記述の仕方である。彼 里子 出され旅程について、 「こんな荒涼とした野を横切ったのでした。生後、
二日目のことです」と記している。そして荒れ地を断ち切って真っすぐに続く道といった様相を、 「私の意識の目覚める以前」といいながら、あたかも「生後、二日目」の赤ん坊が見たかのように述べているのだ。この回想は、芸術家 なっ 後、晩年に記さ たものに他なら い。実際、 『芸術家のうちあけ話』は、 「私は自分なりに、ひとつの芸術を作りまし 」
１５という、控えめなルドンには珍しい、
矜持を感じさせる一文で始まる。このことに着目するならば 両親の庇護から引き離された幼少年期 状況、その避けようの かった孤独に、画家となったルドンは、む ろ芸術創造 原点を見出したのだといえる。
ルドンの作品に戻ろう。一八七七年の木炭素描《殉教者の首》で









の文字が浮かび上がる。左部分では、矩形に区切られた光の中に一本の樹と、そ 側に立つ人物 描かれている。ルドンが孤独のうちに育った大西洋岸 荒れ地では、樹木は の下に水があることを知らせてくれる。ルドンは『芸術家のうちあけ話』 、 「木の幹は、力強さの性格とともに 広がりの法則と樹液にしたがっ その枝を伸ばす」
１６と記したことがあった。地上の万物を支配する重力に
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は一八八五年頃に卵をモチーフにした石版画を制作しているが、画面に描かれている は殻の剥かれた状態のものに他ならない。晩年の《沈黙》 （一九一一年頃）では、種子 切断面を思わせる楕円の中 た人物が沈黙を示唆する。
9：この 「芸術家のうちあけ話
C
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	 《オルフェウスの死》　1905 － 10 年頃



















	 紙／木炭・チョーク　37.0 × 36.0cm
	 オッテルロー／クレーラー =ミュー ラー美術館
図７：オディロン ･ ルドン
	 《発芽》（『夢のなかで』no.2）1879 年








	 紙／石版画　30.2 × 22.3cm
	 岐阜県美術館
